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　年も改まり，本誌も第88巻となりました。いわ
ば米寿であり，おめでたいことなので調べてみる
と，改称前の「千葉医学『会』雑誌」が創刊され
たのは，千葉医学専門学校が千葉医科大学に昇格
した年1923年（大正12年）です。年 1巻の発行な
らば，今年で第90巻（卒寿 !）となるはずです。
2巻遅れているのは，第 2次世界大戦が終わった
1945年（昭和20年）に休刊，翌々 1947年（昭和
22年）も休刊（あるいは前年巻と合本 ?）されて
いるためと解りました。あらためて，戦争の計り
知れない影響を思い起こさせられますが，一方，
その前後長期に休刊することもなく営々と刊行を
続けられた諸先輩方の努力に頭の下がる思いがい
たします。「千葉医学『会』雑誌」は1973年（昭
和48年）の第49巻刊行の後，翌年，「千葉医学雑
誌」と改称され第50巻以降今日に至っています。
ちなみに「千葉医学『会』雑誌」のさらに前身は
1895年（明治28年）発刊「一高志林」第 1－17号，
1901年（明治34年）発刊「千葉医学専門学校校友
会雑誌」第18－71号，1915年（大正 4年）発刊「千
葉医学専門学校雑誌」第72－147号にさかのぼり
ます。今さらながら，一朝一夕事ではない歴史の
重みと有り難さを感じます。
　これからの本誌を考えるとき，当号の充実ぶり
は頼もしい限りです。原著 3報は力作，大作揃い
で目を見張るものがあります。 3回目を迎えた千
葉医学会賞，奨励賞の受賞論文には千葉医学を牽
引，開拓する心意気が感じられます。海外だより
からは執筆者ご夫妻の生活感が良く伝わって参り
ます。千葉医学会例会抄録からは各領域の日々新
たなご発展の様子が伺えます。
　お気づきの方も多いと思いますが，本号から英
文論文を巻末に「Chiba Medical Journal－Open 
Access Paper」としてまとめ，このコーナーの
巻ナンバーを「Vol. 88“E”」の様に表記しました。
“E”はelectronic journalの頭文字です。ウェブ
掲載の “E” volumeの英文論文については，引用
文献へのリンク機能等読者を益するhtml版も漸
次充実を図り，またこれまで通り閲覧に制限を設
けません。インパクトファクターの獲得なども視
野に，各論文がネット検索にて良くヒットし，引
用されやすい環境を整えて行きたいと考えており
ます。こうして「Chiba Medical Journal」の国
際英文誌としての認知度がますます高まることを
期待しております。原著，症例報告に加え，英文
の総説も充実させて行きたいと思いますので，関
心をお持ちの方は，是非，編集部にご一報下さい。
本誌のなお一層の発展を期し，皆様方のご協力を
切にお願い申し上げます。
 （編集委員　瀧口正樹）
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